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みずほ未来プロジェクト と は、市内の中学生が瑞穂市の１０ 年後

のより よい未来を 思い描く 中で、「 こ んなまちにし たい」と いう 願

いや「 自分には何ができるのか」を考え、社会の一員であると いう

自覚をも つこと を 目指し ています。各中学校の１ 年生がテーマに

沿った探究を進め、２月１２日（ 木）には探究し て得た内容について

発表を行いまし た。

みずほ未来プ ロ ジェ クト

実際に外に出て 、ご み拾いを 行

い 、市内のど のよう な 場所にど

れく ら い の種類や量のご みが捨

てら れているかを 理解でき た。

幼 児 施 設に 中 学 生 が 積 極的に

関われば、活気あ ふれる 瑞穂市

にで き る と 考え 、幼児向けポ ス

タ ーを 作成し たり 、施設に 訪問

し 、幼 児 向 け に 読 み 聞 か せ を

行ったりし た。

瑞穂市の食を PRし た いと 考え 、

地産地消を 目的と し た 、給食メ

ニュ ーを 考案し たり 、家庭ででき

る 料理を 作っ たり 、給食センタ ー

の調理員に給食に関する 話を 聞

いたりし た。

ご み問題・ 公共施設の有効活用・ 食文化テーマ

福祉には高齢者福祉、障がい者

福祉、児童福祉など、さ まざ まな

種類があること が分かった。

「 福祉」について 、市役所職員か

ら 市の取り 組みに関する 話を 聞

き 、自分た ち で 追究し た い テ ー

マについて 考えを 深めるこ と が

でき た。

瑞 穂 市 の身 近な 施 設は福 祉に

つ い て ど の よ う な 取り 組 み を

行っ て いる のか、自分た ち の目

で 確かめたり 、施設の職員から

お 話を 伺っ たり し て 学びを 深め

ること ができ た。

福祉テーマ

市内ごみ拾い活動 幼児施設訪問 調理員のお話

市社会福祉協議会の講話 市職員の講話 瑞穂市探検
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互いに「 あったかい言葉」をかけ合い、思いやり あふれるあったか

い関係を地域社会において創り 出せば、いじ めを未然に防ぐこと

ができると 考え、岐阜県の県民運動とし て実施し ています。自分

がかけてもらったう れし かった言葉、やる気や勇気が湧いてき た

言葉、感動し た言葉を市内で募集しまし たので、一部紹介します。

あっ た かい 言葉かけ 県民運動

自室やリ ビ ン グ の見取り 図を 作

成し 、地震発生直後の危険性を

あ げ、自分や家族で すぐ にで き

る 地震への対策を 考えるこ と が

でき た。

避難所の生活で は「 生存に不可

欠な ラ イ フ ラ イ ン 」「 避難所で の

体 調 管 理 」「 プ ラ イ バシ ー が 確

保さ れた 生活」「 衛生的な 生活」

を 考 え る 必 要 が あ る こ と が 分

かっ た。

「 困り 感」を 解決する 手作り 防災

グッ ズを 作成し 、学級の仲間や

授業参観で 保護者に 調べ学習

の成果を 発表するこ と で 、情報

発信でき た。

防災テーマ

避難所生活について自宅の危険性
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